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●みんなの力作が勢揃い～お絵かきコンテスト～

ニライまつりで行われたお絵かきコンテストの表彰式が、２月２４日(日)北谷町役場で行われました。

参加者にはみんながコンテストで描いた絵がプリントされたＴシャツがプレゼントされ、Ｔシャツを持っ

て自分の絵の前で写真を撮ったり、その場で着けてみたりしていました。
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通常接種年齢の早い時期に予防接種を受けると、接種効果が早い時期から発揮されるため、対象疾病にほとん
どかかりません。万一かかったとしても軽く済みます。わが子を恐ろしい伝染病から守るため計画的に受けまし
ょう。なお、接種対象年齢の期間内に受けると子どもの接種料金は無料(公費負担)となります。

●平成20年度の予防接種実施日時・場所・通知月日・月齢
①集団接種：保健相談センターで一斉に行う予防接種 ②個別接種：

個人が日時、病院等を選択して受ける予防接種

※日本脳炎は、新ワクチンが開発されるまで
個別通知を差し控えています。

※60歳～64歳で心臓・じん臓・呼吸器機能障害・
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害の方も対象。
・接種料金：自己負担1,000円
(公費負担3,000円、期間中1回のみ)。
生活保護世帯は個人負担免除(無料)。
・9月末に各世帯への配布チラシにより通知

予防接種を受けましょう！

●受診期間　平成20年５月１日(木)～平成21年１月31日(土)
●対象者 厚生労働省において、子宮がん・乳がん検診の制度が見直されました。

それを受けて、昨年度より北谷町の検診対象者も変わりました。
・子宮がん検診町内在住の20歳以上の女性で、偶数年齢者
・乳がん検診町内在住の40歳以上の女性で、偶数年齢者 ※年齢は、平成21年３月31日までに達する年齢が基準となります。
●持参するもの 健診料金　通知ハガキ

＊２年に１度は婦人科健診を受けましょう＊

◆健康だより◆ 936-4336

接種種類 日　程 受付時間 発送日 通知月齢

ポリオ
５月14日(水)

14:00～15:00

４月25日 H18.12.10～H19.12.9生

10月８日(水) ９月26日 H19.7.1～H20.6.30生

ＤＴ ７月24日(木) ７月11日 H8.4.2～H9.4.1生

ＢＣＧ

６月５日(木)

14:30～15:30

５月23日 H19.12.6～H20.3.5生

９月５日(金) ８月22日 H20.3.6～H20.6.5生

12月５日(金) 11月21日 H20.6.6～H20.9.5生

３月５日(木) ２月20日 H20.9.6～H20.12.5生

接種種類 日　程 実施場所 通知月齢

ＤＰＴ

通年

(４月～３月)

指定

医療機関

「定期接種対

象年齢表」の

とおり対象者

には個別通知

します。

ＭＲ

(麻しん・風しん)

日本脳炎(※)

③高齢者の予防接種（希望者のみ）

接種種類 日　程 実施場所 通知 対象者

インフルエンザ 10月～２月
指定

医療機関
９月末 65歳以上(※)

ポリオ
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ＤＰＴ
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定期接種対象年齢表

通常接種が行われている年齢 接種が定められている年齢

※ＤＰＴ：Ｄはジフテリア、Ｐは百日せき、Ｔは破傷風

※ＭＲ：Ｍは麻しん(はしか)、Ｒは風しん(三日はしか)

健　診　項　目 料　金

子宮がん健診 問診、視診、内診、子宮頸部細胞診 1,800円

乳がん健診 問診、視触診 600円

マンモグラフィ 問診、視触診、乳房Ｘ線撮影 2,400円

●実施医療機関　お手元に届く通知ハガキをご参照ください。※事前に医療機関への電話予約が必要です。

●料金

＊＊お知らせ＊＊
平成19年度に10代、20代を中心とした年齢層で

麻しんの流行が生じ、多数の学校が休校措置を行
うなどの社会的混乱が起こりました。そのため、
平成２０年４月から中学１年生と高校３年生への
ＭＲ(麻しん・風しん)予防接種が始まります。
北谷町保健相談センターより予診票が通知され

ますので、お手元に届き次第、指定の病院に予約
を入れて予防接種をお受けください。



３　　　広報　ちゃたん

◆平成20年度の納税通知書は、4月初めに届きます。
第１期納期は「４月３０日まで」です。納税通知書が届かない場合は、お早めに下記までご連絡をお願い

します。
◆土地及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について

固定資産税に関するお知らせ

●お問い合わせ 内線193、194

土地の固定資産税は、

936-1234 内193,194

◆平成20年度の土地の固定資産税について

税額＝「課税標準額」×１.４％(税率) の式で求められます。

◎昨年の広報「ちゃたん」(４月号)でもお知らせしましたが、上記の式の「課税標準額」の算定方法が平成
18年度から下記のように改正されました。この算定方法は平成19年度及び20年度も適用されます。そのため、
平成17年度以前に比較して税の上昇幅が18年度から若干高くなっておりますのでご理解をお願いします。
・平成18年度から・・・
「課税標準額」＝「前年度課税標準額」+「当該年度評価額×５％」

※住宅用地の場合、「当該年度評価額」を1/6,1/3に軽減する特例が適用されています。

※

【改正の理由】
右図は、土地の「評価額」と「課税標準額」の推移を示し

た図です。それまで「課税標準額」とほぼ同額であった「評
価額」が平成６年度に急増してその差が大きく開いています。
これは、その年度に全国一律の評価基準による課税の公平と、
相続税評価との均衡を図るため土地の評価に「鑑定評価制度」
が導入されたことによるものです。
本来、「評価額」＝「課税標準額」とならなければなりませ

ん。そのため、「評価額」と「課税標準額」の開きを早く是正
する必要があることから、「課税標準額」の上昇幅を高める算
定方法への改正が行われました。

S63 H3 H6 H9 H12 H15

■ ▲ ▲ ▲ ▲■▲▲

■
■

■ ■評価額

課税標準額

H18

■

▲

鑑定評価制度導入

縦覧期間 ４月１日(火)～４月30日(水)午前８時30分～午後５時15分　＊土・日、祝日を除く。

縦覧場所 北谷町役場　１階　税務課　資産税係

縦覧できる方 北谷町内に土地・家屋を所有する納税者

必要なもの
本人：印鑑と身分証明書(免許証、保険証、納税通知書など)
代理人：委任状、代理人の印鑑と身分証明書
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▲台湾付近の低気圧に要注意！
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北谷町立図書館は町内に住んでいる(住民登録をしている)方、町内に通勤・通学

している方ならどなたでも利用できます。

はじめての方は利用申込書に必要事項を記入し、住所が確認できるもの（免許

証・保険証など）を添えてカウンターの職員へお出し下さい。（但し、在勤･在学の

方は勤務証明・学生証が必要になります）利用カードを作成します。

又、すでに利用カードをお持ちの方は、４月以降の来館時に更新手続きが必要に

なりますので、住所が確認できるものをお持ち下さい。

※利用カードを忘れた方への資料の貸出はできませんので、図書館へ来館するとき

は「利用カード」を忘れずにご持参下さい。

第50回　こどもの読書週間
**４月２３日(水)～５月１２日(月)**

標語：「こんにちは、新しい本」
４月23日は「子ども読書の日」として法律により定めら

れています。これは、国民の間に広く子どもの読書活動に
ついての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に
読書活動を行う意欲を高めるために設けられたものです。

広報　ちゃたん　　　４

～はじめて図書館を利用する方へ～

今月のおはなし会

４月12日(土) 午前11時～
(図書館ボランティア　ナルカ)

４月19日(土) 午前11時～
（職員によるおはなし会）

４月26日(土) 午前11時～
(図書館ボランティア　ナルカ)
場所　おはなしのへや

Book Post
北谷町字桑江467-1

936-3542

図書館だより

登録者数 71 人

利用者数 2,997 人

貸出冊数 12,585 冊

２月の利用状況
(開館日数 23日)

◎がばいばあちゃん幸せの教え島田洋七　著

◎ 糖尿病に効く食事 主婦の友社　編

その他多数

ご寄贈ありがとうございましたご寄贈ありがとうございました

一 般 向 け
★パネルシアターで歌って遊ぼう！

永崎みさと　著
★道草料理入門 大海 勝子
著
★乳と卵 川上 未映子
著
★弥勒世(みるくゆー) 上・下巻

馳星周　著
★恋のかたち、愛のいろ

★みんなのひつじさん 五味 太郎

著

★あたま山 斉藤 洋

著

★いたずらぎつね 中川 李枝子

児 童 向 けＡ Ｖ 資 料

【ＤＶＤ】
★佐賀のがばいばあちゃん
-島田洋七トークショー
★ナミィと唄えば
★公式長編記録映画「沖縄海洋博」

その他多数
【ＣＤ】
★歌ぐすい　　(やなわらばー)
★魂　(安富祖貴子)
★裸足(からびさー) (jimama)

その他多数

新刊案
内

図書館講座てづくり教室図書館講座てづくり教室

２月２３日

講師：仲宗根祥子氏

２月２４日

講師：金城清子氏

ヤ ン グ ア ダ ル ト 向 け
★フィッシュ Ｌ.Ｓ.マシューズ
著　
★100パーセントレナ

ステファン・ボーネン　著
★リリー・モラハンのうそ
パトリシア・ライリー・ギフ　著
★過去からの手紙

ニライまつり(2008.2/9・2/10)

図書館ガイドツアー

かわいいねずみちゃんができたよ まきまきシアターをつくったよ



平成２０年度

施施政方政方針針

３月４日(火)、平成20年第333回北谷町議会定例会の初日に、野国昌春町長が平成20年度の
施政方針演説を行いました。
この中で町長は、「百年後の未来においてもすばらしい都市として後世に引き継ぐことの出

来るまちの基礎を築くため、適切で効果的な行財政運営に努め、町民が住みよい、潤いのあ
るまちを創出してまいります。」と表明しました。
施政方針の全内容を、町民の皆様にお知らせします。

百年後の未来においてもすばらしい都市として
住みよい、潤いのあるまちを創出
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●●平成平成2020年度施政方針年度施政方針
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正
規
雇
用
の
拡
大

に
よ
る
格
差

地
方
経
済
の
低

迷

年
金
問
題
や
道
路
特
定
財

源
の
暫
定
税
率
の
問
題
な
ど

国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
ま
た

日
本
経
済
を
取
り
巻

く
環
境
は

バ
ブ
ル
経
済
の
頃

と
は
大
き
く
異
な
り

グ
ロ

バ
ル
化

Ｉ
Ｔ
化
を
含
む
技
術

革
新
が
急
速
に
進
展
す
る
一

方

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少

が
見
込
ま
れ
る
中
で

市
場
に

お
け
る
競
争
の
厳
し
さ
が
増
し

て
い
ま
す

こ
う
し
た
変
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は

わ

が
国
経
済
全
体
の
成
長
力
強
化

と
財
政
健
全
化
を
一
体
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な

て
い
ま
す

次
に

本
県
経
済
に
つ
い
て

は

観
光
部
門
が
好
調
を
維
持

し
景
気
を
リ

ド
し
て
お
り

個
人
消
費
も
全
体
と
し
て
好
調

を
維
持
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す

こ
う
し
た
状
況
か
ら
県

は

「
景
気
は
緩
や
か
に
拡
大

し
て
い
る
」
と
し
て
い
ま
す

し
か
し

公
共
投
資
は
縮
小
傾

向
に
あ
り

若
年
層
を
中
心
と

す
る
失
業
問
題
は
依
然
と
し
て

深
刻
で

本
県
経
済
全
体
と
し

て
は

景
気
の
実
感
が
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す

本
町
の
財
政
状
況
は

こ
れ

ま
で
の
西
海
岸
地
域
の
開
発
や

フ

シ

リ

ナ
整
備
事
業

の
進
捗
に
よ
り

今
後
も
固
定

資
産
税
な
ど
町
税
収
入
が
伸
び

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す

こ
れ
ら
の
町
独
自
の
税
源

涵
養
策
に
よ
り
本
町
の
財
政
力

指
数
は

平
成
12
年
度
の
０．

４
１
ポ
イ
ン
ト
か
ら
平
成
18
年

度
の
０．

５
７
ポ
イ
ン
ト
へ
と

大
き
く
上
昇
し
て
い
ま
す

し

か
し

一
方
で
は

「
国
の
行

財
政
改
革
」
等
に
伴
い
普
通
交

付
税
が
反
比
例
的
に
落
ち
込

み

地
方
交
付
税
額
は

同
年

度
比
較
で
３
１
億
２
千
万
円
か

ら
１
９
億
８
千
９
百
万
円
へ
と

大
き
く
減
少
し

財
政
運
営
に

支
障
を
き
た
す
状
況
に
な

て

い
ま
す

ま
た

経
常
収
支
比

率
も
７
８．

５
％
か
ら

８
７．

７
％
へ
上
昇
し

財
政
の
硬
直

化
が
顕
著
に
な

て
い
ま
す

本
町
で
は

桑
江
伊
平
土
地

区
画
整
理
事
業
並
び
に
倉
浜
衛

生
施
設
組
合
の
新
炉
建
設
事
業

等
の
大
型
事
業
が
既
に
推
進
さ

れ
て
お
り

こ
れ
ら
の
事
業
に

優
先
的
に
一
般
財
源
を
投
入
す

る
こ
と
が
必
要
な
た
め

投
資

的
経
費
に
つ
い
て
は

よ
り
一

層
の
効
率
性

効
果
性
の
観
点

か
ら
事
業
を
厳
選
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す

一
方
基
地
問
題
に
つ
い
て

は

平
成
18
年
５
月
の
在
日
米

軍
再
編
最
終
報
告
の
合
意
に
よ

る
地
元
の
負
担
軽
減
は

未
だ

実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す

キ

ン
プ
瑞
慶
覽
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
返
還
の
規
模
や

時
期
も
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん

ま
た

嘉
手
納

基
地
に
お
け
る
Ｆ
‐
15
戦
闘
機

の
訓
練
移
転
に
よ
る
騒
音
の
軽

減
効
果
は
ほ
と
ん
ど
無
く

多

数
の
外
来
機
に
よ
る
大
規
模
合

同
訓
練
の
実
施

深
夜
早
朝
の

離
発
着

地
対
空
誘
導
弾
パ
ト

リ
オ

ト
の
本
格
的
運
用
な
ど

負
担
軽
減
で
は
な
く

そ
の
実

態
は
基
地
機
能
強
化
だ
け
が
目

立
つ
現
状
で
あ
り
ま
す

私
は

町
長
就
任
以
来

町

民
と
の
対
話
を
基
本
に

町
内

の
各
種
団
体
等
の
意
見
を
尊
重
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平
成
20
年
度
の
町
政

に
対
す
る
基
本
方
針

２ し

公
平
・
公
正
で
民
主
的
な

行
政
運
営
を
行

て
ま
い
り
ま

し
た平

成
20
年
度
に
お
き
ま
し
て

は

以
上
述
べ
ま
し
た
現
状
認

識
を
踏
ま
え

厳
し
い
財
政
状

況
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が

百

年
後
の
未
来
に
お
い
て
も
す
ば

ら
し
い
都
市
と
し
て
後
世
に
引

き
継
ぐ
こ
と
の
出
来
る
ま
ち
の

基
礎
を
築
く
た
め

適
切
で
効

果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め

町
民
が
住
み
よ
い

潤
い
の
あ

る
ま
ち
を
創
出
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す

平
成
20
年
度
の
町
政
運
営
に

当
た
り
ま
し
て
は

常
に
町
民

の
立
場
に
立

て

町
民
一
人

ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た

て
自

立
し

自
分
ら
し
い
生
き
方
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
ま
た

安
全
・
安
心
で
活
力

あ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
に

地

域
間
の
交
流
及
び
世
代
間
の
交

流
を
促
進
し

少
子
・
高
齢
化

核
家
族
化
や
多
様
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
こ
の
た
め

限
ら
れ
た
人
的

資
源
や
施
設
及
び
財
源
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
と

と
も
に

将
来
に
向
け
て
本
町

が
充
実
発
展
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
ま
す

こ
の
よ
う
な
方
針
の

下

平
成
２
０
年
度
は
平
和
行

政
の
推
進

基
地
問
題
の
解
決

促
進

返
還
軍
用
地
跡
地
利
用

の
推
進

産
業
の
振
興
と
雇
用

の
創
出

健
康
・
福
祉
の
推
進

住
み
よ
い
住
環
境
の
整
備

教

育
・
文
化
等
の
推
進

行
政
改

革
等
の
推
進
及
び
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
柱
と
し
て

次
の
と
お
り
町
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す

（
１
）
平
和
行
政
の
推
進

第
１
に

平
和
行
政
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

戦
後
63
年
目
を
迎
え
た
今

日

戦
時
体
験
者
が
減
少
し
て

い
く
な
か

戦
争
の
悲
惨
さ
を

後
世
に
伝
え
平
和
を
希
求
す
る

心
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
一
層

重
要
と
な

て
お
り
ま
す

そ
の
た
め
に

戦
争
に
よ

て
受
け
た
悲
惨
な
体
験
・
教
訓

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

沖

縄
戦
並
び
に
広
島
・
長
崎
の
原

爆
被
害
の
実
相
を
次
世
代
に
正

し
く
継
承
し

戦
争
の
な
い
平

和
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す

（
２
）
基
地
問
題
の
解
決
促
進

第
２
に

基
地
問
題
の
解
決

促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
在
日
米
軍
専
用
施
設
の
約
７

５
％
が

国
土
面
積
の
わ
ず
か

０．

６
％
に
す
ぎ
な
い
沖
縄
県

に
存
在
し
て
お
り

北
谷
町
に

お
い
て
も
町
土
の
約
５
３
％
を

駐
留
軍
用
地
が
占
め
て
い
ま

す
広
大
な
米
軍
基
地
の
存
在

は

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
障
害
と
な
り

ま
た

米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事

件
・
事
故
は

町
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す

平
成
18
年
５
月
の
日
米
両
政

府
に
よ
る
沖
縄
の
基
地
負
担
軽

減
を
含
む
在
日
米
軍
再
編
合
意

が
な
さ
れ
た
も
の
の

米
軍
基

地
に
つ
い
て
は

自
衛
隊
と
の

共
同
使
用

都
市
型
戦
闘
訓
練

施
設
の
新
設
等
基
地
の
使
用
形

態
の
拡
大
が
目
立
つ
も
の
と
な

て
い
ま
す

嘉
手
納
基
地
に

お
い
て
は

パ
ラ
シ

ト
降

下
訓
練
の
実
施
・
深
夜
早
朝
の

即
応
訓
練
や
戦
闘
機
の
離
発
着

に
お
け
る
騒
音
等

実
態
は
基

地
の
機
能
強
化
と
な
り

基
地

負
担
軽
減
に
逆
行
す
る
も
の
と

な

て
い
ま
す

今
後
も

米
軍
基
地
か
ら
派

生
す
る
騒
音
の
軽
減
や
嘉
手
納

以
南
の
返
還
な
ど
米
軍
再
編
に

よ
る
住
民
の
負
担
軽
減
が
体
感

さ
れ
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
で

進
め
ら
れ
る
よ
う

関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ

地
元

の
意
向
を
日
米
両
政
府
に
対
し

て
強
く
求
め
て
い
き
ま
す

（
３
）
返
還
軍
用
地
跡
地
利
用

の
推
進

第
３
に

返
還
軍
用
地
跡
地

利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す

返
還
軍
用
地
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て
は

本
町
の
地
域
特
性

を
活
か
し
た
均
衡
あ
る
発
展
と

産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
創
出

に
努
め
る
と
と
も
に

町
民
が

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す

キ

ン
プ
桑
江
北
側
地
区
に

つ
い
て
は

桑
江
伊
平
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
「
職
・
住

近
接
型
」
の
中
心
市
街
地
形
成

に
向
け
て
の
事
業
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

山
の
緑

川

泉

歴
史
遺
産
を
活
か
し

た
潤
い
の
あ
る
ま
ち
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
る
キ
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ン
プ
桑
江
南
側
部
分
に
つ
い

て
は

先
に
返
還
さ
れ
た
北
側

部
分
及
び
既
成
市
街
地
と
の
整

合
性
を
図
り
調
和
の
と
れ
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す在

日
米
軍
再
編
協
議
の
対
象

と
な

て
い
る
キ

ン
プ
瑞
慶

覧
地
区
に
つ
い
て
は

地
権
者

を
は
じ
め
地
域
住
民
に
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
な
計
画
的
返

還
を
求
め
る
と
と
も
に

跡
地

利
用
の
円
滑
な
推
進
に
必
要
な

施
策
を
国
・
県
に
働
き
か
け

住
民
の
過
重
な
基
地
負
担
の
軽

減
の
実
現
を
求
め
て
い
き
ま

す（
４
）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

創
出

第
４
に

産
業
の
振
興
と
雇

用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は

本
町
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
産
業
基
盤
の
整
備
を

図
り
ま
す

本
町
の
産
業
構
造
は

小
売

商
業
や
観
光
業
の
第
３
次
産
業

が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら

観
光
・
リ
ゾ

ト

産
業
を
中
心
と
す
る
第
３
次
産

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に

水

産
業
及
び
農
業
の
振
興
に
取
り

組
み
ま
す

特
に
観
光
・
リ
ゾ

ト
産
業

は

総
合
産
業
で
あ
り
関
連
産

業
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く

経
済
を
担
う
リ

デ

ン
グ
産

業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

本

町
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
と

な

て
い
る
こ
と
か
ら
県
及
び

町
内
関
係
団
体
と
連
携
し

質

の
高
い
観
光
リ
ゾ

ト
地
の
形

成
を
図
り
ま
す

地
場
産
業
の
振
興
策
と
し
て

は

泡
盛
製
造
等
既
存
の
地
場

産
業
の
振
興
及
び
産
業
総
合
展

示
会
等
を
通
し
た
特
産
品
開
発

の
推
奨

啓
発
活
動
に
よ
る
産

業
育
成
並
び
に
海
洋
資
源
を
活

用
し
た
産
業
の
支
援
に
取
り
組

み
ま
す

情
報
通
信
関
連
産
業
は

Ｉ

Ｔ
産
業
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
へ
と

進
展
し
て
お
り

情
報
通
信
産

業
振
興
地
域
指
定
の
制
度
を
活

用
す
る
と
と
も
に

美
浜
メ
デ

ア
ス
テ

シ

ン
を
核
と
し

て
誘
致
さ
れ
た
映
像
関
連
企
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
活
用
に
よ

り

施
設
の
更
な
る
効
率
的
運

用
を
図
り

ベ
ン
チ

企
業

の
育
成
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業
の

支
援
を
推
進
し
ま
す

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
､

フ

シ

リ

ナ
事
業
地
区

及
び
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

地
域
へ
の
企
業
誘
致
並
び
に
既

存
商
業
集
積
地
域
へ
の
情
報
関

連
産
業
や
観
光
産
業
等
の
誘
致

に
よ
り

雇
用
・
就
業
の
場
の

確
保
に
努
め
ま
す

ま
た

町
商
工
会
や
沖
縄
県

の
人
材
育
成
及
び
就
業
支
援
施

策
と
の
連
携
並
び
に
ハ
ロ

ワ

ク
と
の
連
携
を
図
り
若
年
層

の
就
業
を
支
援
し
ま
す

（
５
）
健
康
・
福
祉
の
推
進
　

第
５
に

健
康
・
福
祉
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
我
が
国
で
は

少
子
・
高
齢

化

核
家
族
化
が
進
行
し

本

町
に
お
い
て
も
介
護

子
育
て

生
活
困
窮
等
福
祉
ニ

ズ
は
増

大
か
つ
複
雑
化
し
て
お
り
ま

す

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
す
べ
て
の
町
民
が

心
身
共

に
健
康
で

地
域
の
中
で
共
に

支
え
合
い
な
が
ら
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め

保
健
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
を
強
化
し

福
祉

対
策

健
康
づ
く
り
対
策
な
ど

の
行
政
施
策
の
拡
充
を
図

て

ま
い
り
ま
す

ま
た

保
健
医
療

介
護
予

防
及
び
自
立
支
援
施
策
の
拡
充

を
図
り

地
域
住
民
と
と
も
に

高
齢
者

障
が
い
者
（
児
）
及

び
そ
の
家
族
の
立
場
に
立

た

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は

多
様
な
保
育
ニ

ズ
へ
の

対
応
や
児
童
虐
待
防
止
等
の
支

援
策
の
充
実
強
化
を
図

て
ま

い
り
ま
す

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
で

あ
る
「
健
康
ち

た
ん
21
」
に

基
づ
い
た
事
業
計
画
を
推
進

し

健
康
の
保
持
・
増
進
を
図

て
ま
い
り
ま
す

平
成
20
年
度
か
ら
は

75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
実
施
さ
れ
ま
す

町
と
し
ま

し
て
は

関
係
機
関
と
連
携
し

高
齢
者
医
療
制
度
の
適
正
化
を

図

て
ま
い
り
ま
す

ま
た

保
険
者
等
に
義
務
づ

け
ら
れ
た
40
歳

74
歳
ま
で
の

被
保
険
者
及
び
被
扶
養
者
に
対

し
て
の

「
特
定
健
診
・
保
健

指
導
」
に
つ
き
ま
し
て
は

疾

病
の
予
防
を
重
視
し
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

（
６
）
住
み
良
い
住
環
境
の

整
備

第
６
に

住
み
良
い
住
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す本

町
の
ま
ち
づ
く
り
は

西

海
岸
地
域
の
返
還
軍
用
地
跡
地

利
用
事
業
及
び
公
有
水
面
埋
め

立
て
事
業
等
に
よ
り
商
業
施
設

が
整
備
さ
れ

急
速
に
市
街
地

が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た

ま
た

国
道
58
号
か
ら
東
側
地

域
に
つ
い
て
は

住
民
ニ

ズ

に
対
応
し
た
道
路

公
園

上
･
下
水
道

福
祉
施
設
等
の

社
会
基
盤
施
設
の
整
備
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が

な
お
快
適

な
住
環
境
と
し
て
は
不
十
分
な
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地
域
が
あ
り

引
き
続
き
そ
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す

西
海
岸
地
域
に
つ
い
て
は

町

民
や
観
光
入
域
者
等
に
や
さ
し

い
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
商
観

光
地
域
と
し
て
の
街
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す

㈰
　
都
市
基
盤
の
整
備

本
町
は

町
域
の
約
53
％
を

駐
留
軍
用
地
が
占
め
て
い
る
た

め

住
民
が
快
適
な
生
活
を
送

る
上
で
必
要
な
都
市
基
盤
施
設

の
整
備
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
す

町
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
上
で

社
会
交
流
・
経

済
活
動
を
支
え
る
都
市
基
盤
の

整
備
は
特
に
重
要
で
あ
り

返

還
軍
用
地
跡
地
を
含
め
た
既
成

市
街
地
に
お
け
る
道
路

公
園

下
水
道

河
川
及
び
護
岸
の
整

備
等
町
民
の
日
常
生
活
に
必
要

な
都
市
基
盤
の
整
備
を
引
き
続

き
推
進
し
ま
す

道
路
に
つ
い
て
は

急
速
な

市
街
化
に
伴
う
恒
常
的
な
交
通

渋
滞
の
緩
和
・
解
消
に
努
め
る

と
と
も
に
日
常
に
お
け
る
救
急

活
動
や
町
民
生
活
の
利
便
性
の

確
保

地
域
間
交
流
の
促
進
を

図
る
た
め

地
域
の
実
情
に
あ

た
道
路
整
備
を
計
画
的
に
推

進
し
ま
す

幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
58
号

拡
幅
事
業
や
県
道
24
号
線
バ
イ

パ
ス
整
備
事
業
に
つ
い
て
は

事
業
主
体
で
あ
る
国
・
県
と
連

携
し
当
該
事
業
の
促
進
を
図
り

ま
す公

園
に
つ
い
て
は

公
園
が

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
場

コ

ミ

ニ
テ

の
場
と
し
て
活

用
さ
れ

ま
た
災
害
時
に
お
け

る
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を

担

て
い
る
こ
と
か
ら

適
切

な
誘
致
距
離
を
勘
案
し
つ
つ
整

備
に
取
り
組
み
ま
す

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

は

桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

地
内
の
雨
水
排
水
・
下
水
道
整

備
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に

町
内
の
下
水
道
普
及
率
及

び
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
河
川
及
び
護
岸
の
整
備
等
に

つ
い
て
は

水
害
か
ら
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り

安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を

確
保
す
る
た
め

白
比
川
の
河

川
改
修
事
業
及
び
宮
城
海
岸
高

潮
対
策
事
業
に
つ
い
て

事
業

主
体
で
あ
る
県
と
連
携
を
図
り

促
進
し
ま
す

㈪
　
環
境
共
生
型
社
会
の
形
成

わ
が
国
に
お
い
て
平
成
20
年

度
は

京
都
議
定
書
（
１
９
９

７
年
　
地
球
温
暖
化
防
止
京
都

会
議
）
の
第
一
約
束
期
間
（
２

０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
）

が
始
ま
る
こ
と
か
ら

自
然
と

人
間
が
共
生
し
た
「
循
環
型
社

会
」
の
構
築
に
向
け
た
総
合
的

な
取
組
の
展
開
と

環
境
技
術

を
活
か
し
た
「
環
境
立
国
・
日

本
」
モ
デ
ル
を
創
造
し

世
界

へ
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
沖
縄
県
に
お
い
て
は

循
環

型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
効
率

的
な
ご
み
処
理
計
画
の
推
進
や

環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
み
を
行

て
お
り
ま
す

本
町
に
お
い
て
も

平
成
18

年
度
に
策
定
し
た

広
域
的
な

処
理
計
画
と
の
整
合
性
を
図

た
「
北
谷
町
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
」
に
基
づ
き

町

民
・
事
業
者
・
町
が
一
体
と
な

て
ご
み
問
題
に
取
組
み

人

と
自
然
が
調
和
し
た
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す

ま
た

地
球
温
暖
化
防
止
の

観
点
か
ら

町
民
一
人
ひ
と
り

が
大
量
消
費
な
ど
の
日
常
生
活

を
見
つ
め
直
す
施
策
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に

本
町
の
行
政

分
野
等
の
事
務
・
事
業
に
よ
り

排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
の
た
め
の
実
行
計
画

の
策
定
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す

㈫
　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
の
形

成
本
町
に
お
い
て
は

都
市
化

の
進
展
に
伴
い

人
口
及
び
入

域
者
数
の
増
加
が
あ
り

賑
わ

い
の
あ
る
街
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す

こ
の
よ
う
な
中

ま
ち
が
よ
り

発
展
す
る
た
め
に
は

住
民
は

勿
論
の
こ
と

ま
ち
を
訪
れ
る

●●平成平成2020年度施政方針年度施政方針

人
々
が
安
全
で
安
心
し
て
憩

い

そ
し
て
学
び

遊
べ
る
環

境
づ
く
り
は
重
要
で
あ
り
ま

す

そ
の
た
め

関
係
機
関
及

び
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
防
犯

活
動
・
交
通
安
全
運
動
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に

沖
縄
県
が

制
定
し
た
「
ち

ら
う
ち
な

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に

お
け
る
県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
「
ち

ら
さ
ん
運
動
」
を

推
進
し
ま
す

（
７
）
教
育
・
文
化
等
の
推
進

第
７
に

教
育
・
文
化
等
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
国
際
化

情
報
化
の
進
展
や

教
育
改
革
の
推
進
に
よ
り
社
会

状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に

あ

て

普
遍
的
で
個
性
的
な

文
化
の
創
造
と
郷
土
の
自
然
や

文
化
に
誇
り
を
持
ち

英
知
と

創
造
性
に
満
ち
た
次
代
を
担
う

人
材
育
成
を
目
標
と
し
た
教
育
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施
策
の
総
合
的
な
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す

学
校
教
育
に
つ
い
て
は

児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
「
確
か

な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や

か
な
体
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育

成
す
る
た
め

学
校
教
育
力
の

向
上
を
図
り
な
が
ら

信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま

す
そ
の
た
め
に

確
か
な
学
力

の
土
台
と
な
る
基
礎
学
力
の
向

上
や
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す

る
情
報
教
育
と
幼
小
中
の
体
系

化
さ
れ
た
英
語
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す

ま
た

職
場
見
学
や
職
場
体

験
学
習

道
徳
教
育

特
別
活

動
等
を
通
し
て

人
間
性
豊
か

な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た

め

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は

児
童
生
徒
の
実
態
把
握
に
努

め

学
校

家
庭

地
域
の
連

携
に
よ
り

そ
の
防
止
に
努
め

ま
す社

会
教
育
に
つ
い
て
は

町

民
が
い
つ
で
も
自
由
に
学
習
機

会
を
選
択
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
生
涯
学
習
社
会
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に

町
民
一
人
ひ
と

り
が
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な

人
生
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
構
築
を
目
指
し
た
施
策
を

展
開
し
ま
す

と
り
わ
け

町
民
の
生
涯
に

わ
た
る
学
習
活
動
の
拠
点
と
な

る
ち

た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ

に
お
い
て
は

環
境
対
策
等
の

社
会
的
ニ

ズ
に
対
応
す
る
と

と
も
に

地
域
情
報
の
発
信
や

町
民
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
活

用
や
機
能
の
充
実
を
図
り
ま

す
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は

学
校

家
庭

地
域
及

び
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携

し

青
少
年
の
体
験
活
動
事
業

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に

北

谷
町
青
少
年
支
援
セ
ン
タ

の

充
実
強
化
に
努
め
ま
す

文
化
行
政
に
つ
い
て
は

埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
引
き

続
き
実
施
し

伊
礼
原
遺
跡
の

国
指
定
に
向
け
て
取
り
組
み

発
掘
さ
れ
た
貴
重
か
つ
重
要
な

文
化
財
の
保
存
・
整
備
を
図

り

町
民
へ
の
公
開
に
努
め
ま

す
ま
た

優
れ
た
伝
統
芸
能
観

賞
等
や
青
少
年
に
よ
る
演
劇
等

を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に

沖
縄
の
伝
統
芸
能
に
不
可

欠
な
「
し
ま
く
と

ば
」
に
関

す
る
事
業
を
展
開
し

情
操
の

涵
養
や
芸
術
活
動
へ
の
参
加
の

気
運
を
高
め
て
い
き
ま
す

社
会
体
育
に
つ
い
て
は

町

民
一
人
一
ス
ポ

ツ
を
め
ざ

し

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
ス
ポ

ツ
や
レ
ク
リ
エ

シ

ン
に

親
し
め
る
よ
う

引
き
続
き
努

め
て
い
き
ま
す

教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

は

学
校
施
設
や
社
会
教
育
並

び
に
体
育
施
設
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す

ま
た

平
成
22
年
度
に
沖
縄

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す

（
８
）
行
政
改
革
の
推
進

第
８
に

行
政
改
革
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
が
着
実
に
進
む
中

地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
は

少

子
・
高
齢
化

情
報
化

国
際

化
及
び
住
民
ニ

ズ
の
高
度

化
・
多
様
化
な
ど
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
一
層
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す一

方

身
近
で
よ
り
よ
い
行

政
サ

ビ
ス
を
目
指
し
て
「
地

方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」

と
い
う
理
念
の
下
「
国
か
ら
地

方
へ
の
補
助
金
・
負
担
金
の
廃

止
・
縮
減
」
「
地
方
へ
の
財
源

移
譲
」
「
地
方
交
付
税
の
見
直

し
」
等
を
同
時
に
行
う
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
り

地
方
の
歳

入
歳
出
構
造
が
ま
す
ま
す
硬
直

化
し
て
き
て
お
り
ま
す

本
町
に
お
い
て
は

こ
の
よ

う
な
状
況
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め

財
政
健
全
化
中
期
計
画

集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
を
着
実
に

推
進
し
ま
す

今
後
も
更
な
る

行
政
改
革
の
実
施
の
た
め

各

種
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理

廃
止
・
統
合

指
定
管
理
者
制

度
の
導
入

広
域
行
政
の
推
進

等
に
よ
り
行
政
運
営
の
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

ま
た

職
員
の
政
策
形
成
能

力
の
向
上
や
専
門
研
修
に
よ
る

人
材
育
成
と
あ
わ
せ
て

横
断

的
な
事
務
処
理
が
で
き
る
よ
う

職
員
間
の
連
携
を
強
化
し

時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
行
政
サ

ビ
ス
の
実
現
に
努
め
ま
す

（
９
）
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現第

９
に

男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
は

男
女
が
お
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し

責
任
を
分
か

ち
合
う
パ

ト
ナ

シ

プ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

た
め
「
北
谷
町
ニ
ラ
イ
の
ま
ち

づ
く
り
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
」
に
基
づ
く
実
施
計
画
に
つ

い
て

社
会
情
勢
等
の
変
化
に

的
確
に
対
応
し
た
見
直
し
を
図

り

全
庁
的
に
取
り
組
み
ま
す

ま
た

町
内
各
女
性
団
体
の

情
報
交
換
会
を
は
じ
め
町
民
向

け
の
各
種
講
座
や
フ

ス
テ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に

町
民
意
識
向
上
を
図
る
た
め
機

関
誌
の
発
行
や
町
広
報
紙
に
よ

●●平成平成2020年度施政方針年度施政方針
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（
１
）
平
和
行
政
と
基
地
問
題

の
解
決

行
政
を
推
進
す
る
上
で

平

和
で
あ
る
こ
と
は
何
よ
り
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

平
和
行
政
に
つ
い
て
は

憲

法
講
演
会
や
平
和
推
進
旬
間
に

お
け
る
平
和
記
念
祭
を
開
催

し

平
和
に
関
す
る
諸
事
業
の

実
施
に
よ
り
平
和
の
尊
さ
を
広

め

平
和
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

ま

た

中
・
高
校
生
に
対
す
る
平

和
教
育
の
一
環
と
し
て
の
「
広

島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
事

業
」
や
「
戦
時
体
験
者
講
話
」

を
実
施
し

戦
争
体
験
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
沖
縄
戦
並
び

に
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
の

実
相
を
次
世
代
に
正
し
く
継
承

し

平
和
の
尊
さ
の
普
及
に
努

め
ま
す

基
地
問
題
に
つ
い
て
は

米

軍
再
編
に
お
け
る
米
軍
基
地
の

返
還
に
関
す
る
こ
と
や
提
供
施

設
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故

へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す

そ
れ
ら
の
解
決
に

際
し
て
は

的
確
な
現
状
把
握

を
踏
ま
え
た
時
宜
を
得
た
行
動

を
展
開
し
ま
す

特
に

嘉
手
納
飛
行
場
に
起

因
し
て
発
生
す
る
事
件
・
事
故

に
つ
い
て
は

沖
縄
市
・
北
谷

町
・
嘉
手
納
町
の
三
市
町
連
絡

協
議
会
に
お
い
て
協
議
し
原
因

究
明
及
び
再
発
防
止
策
の
速
や

か
な
公
表
と
安
全
管
理
の
徹
底

を
求
め
て
い
き
ま
す

嘉
手
納
飛
行
場
か
ら
日
常
的

に
発
生
す
る
航
空
機
騒
音
の
対

策
に
つ
い
て
は

「
嘉
手
納
飛

行
場
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
規

制
措
置
」
の
遵
守
を
は
じ
め

民
間
上
空
で
の
飛
行
中
止
や
訓

練
の
縮
小
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に

日
米
両
政
府
に
対
し
て

そ
の
改
善
策
と
軽
減
措
置
の
実

現
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す

（
２
）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

創
出産

業
に
つ
い
て
は

第
一
に

観
光
・
リ
ゾ

ト
産
業
を
推
進

し
ま
す

観
光
・
リ
ゾ

ト
産
業
に
つ

い
て
は

町
観
光
協
会
や
観
光

関
連
事
業
者
及
び
町
商
工
会
並

び
に
本
町
西
海
岸
地
域
に
お
け

る
商
業
施
設
や
大
型
ホ
テ
ル
と

の
連
携
を
密
に
し

入
域
観
光

客
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す

ま
た

プ
ロ
野
球
や
各
種
ス
ポ

ツ
団
体
の
キ

ン
プ
地
と
し

て
の
定
着
や
急
速
に
利
用
が
伸

び
て
い
る
マ
リ
ン
ス
ポ

ツ
を

促
進
し
ス
ポ

ツ
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す

さ
ら
に

音
楽
や
映
画

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
魅

力
あ
る
観
光
・
リ
ゾ

ト
地
の

形
成
を
図
り
ま
す

併
せ
て
こ

れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

観
光

情
報
等
を
発
信
す
る
た
め
の
情

報
発
信
環
境
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す

ま
た

北
谷
町
観
光
振
興
計

画
を
策
定
し

本
町
の
観
光
振

興
の
基
本
を
定
め

町
の
観
光

資
源
で
あ
る
文
化
遺
産
や
史
跡

の
活
用
及
び
体
験
・
滞
在
型
観

光
等
の
観
光
メ
ニ

の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す

さ
ら
に

引
き
続
き
観
光
振
興
の
重
要
な

役
割
を
担
う
北
谷
町
観
光
協
会

の
運
営
を
支
援
し
ま
す

情
報
関
連
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は

「
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
」
指
定
の
制
度
を
活
用

し

引
き
続
き
ベ
ン
チ

企

業
の
育
成
を
支
援
し
雇
用
の
促

進
を
図
り
ま
す

ま
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
研
修
や
各
種
技
能
講
座

を
開
催
し

次
代
を
見
据
え
た

３
　
部
門
別
主
要
施
策

り
情
報
の
提
供
を
行
い

男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

諸
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
ま

す
以
上

町
政
運
営
に
当
た

て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が

議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す次

に

平
成
20
年
度
の
部
門

別
主
要
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す

情
報
通
信
関
連
産
業
の
振
興
を

推
進
し
ま
す

農
業
に
つ
い
て
は

狭
い
農

地
を
有
効
的
に
活
用
し
た
収
益

性
の
高
い
作
物
等
へ
の
転
換
や

有
機
農
業
を
奨
励
し
農
業
従
事

者
の
育
成

参
加
意
欲
の
高
揚

を
図
り
ま
す

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は

北
谷
町
漁
業
協
同
組
合
が

策
定
し
た
振
興
計
画
の
事
業
化

及
び
経
営
安
定
化
に
向
け
た
自

主
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も

に

漁
業
水
産
活
動
の
中
心
的

な
施
設
で
あ
る
荷
捌
所
の
改
築

を
実
施
し
ま
す

ま
た

水
産

物
の
特
産
品
開
発
を
積
極
的
に

支
援
す
る
と
同
時
に
フ

シ

リ

ナ
地
区
と
連
携
し
た

新
た
な
水
産
振
興
事
業
を
支
援

し
ま
す

フ

シ

リ

ナ
整
備
事

業
は

漁
業
と
海
洋
レ
ク
レ

シ

ン
産
業

観
光
リ
ゾ

ト
産
業
な
ど
海
に
関
す
る
事
業

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
産
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
お
り

水

産
業
の
振
興
並
び
に
西
海
岸
一

帯
の
活
性
化

観
光

雇
用
に

大
き
く
寄
与
す
る
事
業
で
あ

り

継
続
し
て
施
設
整
備
及
び

企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま

す
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は

フ

シ

リ

ナ
事
業
地
区

及
び
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

地
域
等
へ
の
企
業
誘
致
に
よ

り

雇
用
・
就
業
の
場
の
確
保
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に
努
め
る
と
と
も
に

関
係
機

関
と
連
携
・
強
化
を
図
り
職
業

能
力
の
向
上
及
び
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
す

ま
た

中
小

企
業
の
雇
用
者
の
福
利
厚
生
面

を
支
援
す
る
沖
縄
中
部
勤
労
者

福
祉
サ

ビ
ス
セ
ン
タ

（
ゆ

い
ワ

ク
）
及
び
シ
ル
バ

人

材
セ
ン
タ

と
連
携
し

勤
労

者
の
福
祉
の
向
上

高
齢
者
の

雇
用
を
促
進
し
ま
す

（
３
）
健
康
・
福
祉
の
増
進

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は

地

域
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
営
支
援
や
ボ

ラ
ン
テ

ア
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に

民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会

社
会
福
祉
団
体
な
ど

と
緊
密
な
連
携
の
も
と

町
民

一
人
ひ
と
り
が
担
う
こ
と
が
で

き
る
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し

ま
す平

成
20
年
度
に
お
い
て
は

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
対
策

に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と

連
携
し
取
り
組
み
ま
す

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は

第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
基
本
目
標
で
あ
る
「
健
康
長

寿
の
実
現
」
「
高
齢
者
の
活
力

を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
」

「
自
己
選
択
と
生
活
の
質
の
向

上
」
「
支
え
合
い
共
に
暮
ら
す

地
域
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し

諸
施
策
に
取
り
組
み
ま
す

ま
た

高
齢
者
が
個
々
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

い
つ

ま
で
も
身
近
な
地
域
で
適
切
な

援
助
を
受
け
な
が
ら

尊
厳
を

も

て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ

に
お
い
て

高
齢
者
の
保
健
・
医
療
の
向
上

及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す

さ
ら
に

地
域
の
住
民
や
地
域
福
祉
に
関

わ
る
各
種
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し

全
て
の
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
ケ
ア
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
高
齢
者

の
特
性
に
合

た
医
療
サ

ビ

ス
を
行
う
と
と
も
に

生
活
の

質
の
向
上

世
代
間
の
負
担
の

公
平
化
や
財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
る
医
療
費
適
正
化
を
進
め

る
目
的
で

後
期
高
齢
者
医
療

費
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な

て
お
り

県
内
全
て
の
市

町
村
で
構
成
す
る
広
域
連
合
に

お
い
て
運
営
さ
れ
ま
す

町
と

し
て
は

高
齢
者
が
心
身
と
も

に
元
気
で

安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
形
成

と
医
療
費
の
適
正
化
を
め
ざ

し

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努

め
ま
す

障
が
い
者
（
児
）
福
祉
に
つ

い
て
は

「
北
谷
町
第
２
次
障

が
い
者
計
画
」
に
基
づ
き

障

が
い
者
（
児
）
の
ニ

ズ
に
応

じ
た
サ

ビ
ス
基
盤
の
整
備
に

努
め
る
と
と
も
に

障
が
い
者

（
児
）
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相

談
に
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き

よ
う
相
談
支
援
体
制
を
強
化

し

障
が
い
者
（
児
）
が
自
立

し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自

立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援

事
業
等
の
各
種
サ

ビ
ス
の
充

実
強
化
を
図
り
ま
す

ま
た

障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

て

病
院
・
施
設
か
ら
退
院
・

退
所
が
可
能
な
障
が
い
者
の
地

域
移
行
支
援
や
地
域
に
お
け
る

生
活
支
援
及
び
社
会
復
帰
を
図

る
目
的
で

平
成
20
年
１
月
か

ら
ス
タ

ト
し
て
い
る
障
が
い

者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

事

業
の
拡
充
を
図
り
ま
す

さ
ら
に

重
度
心
身
障
害
者

（
児
）
医
療
費
助
成
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は

入
院
時
の
食
事

療
養
費
の
全
額
助
成
に
つ
い

て

平
成
20
年
度
も
引
き
続
き

実
施
を
し
ま
す

心
身
障
害
者
等
授
産
事
業
所

「
青
空
」
と
北
谷
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
主
体
で
あ
る
身

体
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施

設
「
ニ
ラ
イ
の
里
」
に
つ
い
て

は

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に

障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事

業
運
営
が
で
き
る
よ
う
社
会
福

祉
協
議
会
と
共
に
施
設
の
一
元

化
に
取
組
み
ま
す

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は

次

世
代
育
成
支
援
施
策
を
最
も
重

要
な
課
題
と
位
置
づ
け

「
ち

た
ん
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

プ
ラ
ン
」
の
具
体
的
な
施
策
を

推
進
し
ま
す

特
に

課
題
の

一
つ
と
な

て
い
る
待
機
児
童

解
消
の
一
環
と
し
て

保
育
所

受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も

に

児
童
館

地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ

の
充
実
及
び
子
育

て
の
相
互
援
助
の
架
け
橋
と
な

る
フ

ミ
リ

サ
ポ

ト
セ
ン

タ

事
業
の
実
施
に
よ
り

地

域
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
て

い
く
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す

さ
ら
に

放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業

一
時
保
育
な
ど

の
特
別
保
育
事
業
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す

ま
た

安
全
で
安
心
し
た
保

育
事
業
を
推
進
す
る
た
め

老

朽
化
し
て
い
る
町
立
３
保
育
所

の
改
築
の
方
法
等
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
ま
す

次
に

児
童
虐
待
や

非
行

等
要
保
護
児
童
家
庭
の
相
談
が

増
大
し
て
い
る
昨
今

要
保
護

児
童
の
早
期
発
見
を
促
進
す
る

「
北
谷
町
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
」(

通
称：

子
ど
も

セ

フ
テ

ネ

ト)

の
円

滑
な
運
用
を
図
る
と
と
も
に

養
育
困
難
家
庭
に
対
す
る
「
育

児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
」
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り

児
童
虐

待
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等(

母
子
家
庭

寡
婦
及
び
父
子
家
庭)

の
福
祉
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施
策
に
つ
い
て
は

経
済
的
支

援
と
と
も
に

自
立
促
進
の
た

め
の
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し

ま
す

特
に

母
子
・
父
子
家

庭
等
医
療
費
助
成
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し

北
谷
町
母
子
寡

婦
福
祉
会
へ
の
助
成
等
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
福
祉
の
充
実
を
図

り
ま
す

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

は

「
健
や
か
親
子
21
」
及
び

「
ち

た
ん
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
事

業
を
推
進
し

す
べ
て
の
女
性

が
安
心
し
て
楽
し
く
出
産
・
育

児
が
で
き

す
べ
て
の
子
ど
も

が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
地
域

社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す

ま
た

次
代
を
担
う
乳
幼
児
の

健
や
か
な
育
成
を
支
援
す
る
た

め

乳
幼
児
医
療
助
成
事
業
を

引
き
続
き
実
施
す
る
中
で

県

の
制
度
を
さ
ら
に
拡
大
し

入

院
・
通
院
と
も
小
学
校
就
学
前

ま
で
を
対
象
に
無
料
化
を
実
施

し
ま
す

さ
ら
に

妊
産
婦
健

康
診
査
の
公
費
負
担
の
拡
充
を

行
い

妊
娠
・
出
産
に
係
る
経

済
的
不
安
を
軽
減
し

妊
産
婦

の
健
康
管
理
の
向
上
を
図
り
ま

す
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は

「
健
康
ち

た
ん
21
」
の
指
針

に
基
づ
き

関
係
各
課
及
び
関

係
団
体
と
一
体
と
な
り

町
全

体
で
健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進

し
ま
す

ま
た

生
活
習
慣
病

の
原
因
と
な

て
い
る
町
民
の

食
生
活
の
改
善
や
食
育
事
業
の

推
進
の
た
め
に
食
生
活
改
善
推

進
員
に
よ
る
地
域
組
織
活
動
の

強
化
を
図
り
ま
す

さ
ら
に

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ウ

キ
ン
グ
サ

ク
ル
の
結
成

を
支
援
し
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す

保
健
事
業
に
つ
い
て
は

メ

タ
ボ
リ

ク
シ
ン
ド
ロ

ム
に

着
目
し
た
健
診
で
対
象
者
を
選

定
し
保
健
指
導
に
よ
り
健
康
的

な
生
活
習
慣
の
定
着
を
目
的

に

平
成
20
年
度
か
ら

特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施

し
ま
す

各
種
健
康
教
育
に
お
い
て

今
年
度
は

女
性
連
合
会
や
商

工
会
等
へ
の
出
前
健
康
教
育
を

実
施
し
ま
す

ま
た

各
種
健

康
相
談
及
び
訪
問
事
業
を
実
施

し

個
々
の
自
主
的
な
健
康
管

理
及
び
疾
病
の
予
防
を
推
進

し

医
療
費
の
削
減
を
図
り
ま

す（
４
）
住
み
良
い
住
環
境
の
整
備

町
民
が
安
心
し
て

快
適
に

生
活
を
営
ん
で
い
く
上
で

道

路

公
園

上
･
下
水
道

河

川
及
び
護
岸
等
の
都
市
基
盤
施

設
の
整
備
は
重
要
で
あ
り
ま

す

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
都
市
基
盤
施
設
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
ま
す

①
　
道
路
の
整
備

道
路
に
つ
い
て
は

幹
線
道

路
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
・
解
消

と
円
滑
な
交
通
機
能
を
確
保
す

る
た
め

国
道
58
号
拡
幅
事
業

や
県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
整
備

事
業
を
促
進
す
る
と
と
も
に

交
通
需
要
に
対
応
し
た
生
活
道

路
の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す宇

地
原
１
号
線
新
設
事
業

旧
役
場
前
線
新
設
事
業
及
び
桑

江
17
号
線
新
設
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し

日
常
生
活
の
利
便

性
と
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保

に
努
め
ま
す

ま
た

通
勤
・
通
学
路
と
し

て
利
便
性
の
高
い
道
路
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め

桑
江
５

号
線
改
良
事
業
の
継
続
事
業
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に

浜
川
千
原
４
号
線
改
良
事
業

桑
江
15
号
線
道
路
改
良
事
業
及

び
謝
苅
中
央
線
道
路
改
良
事
業

に
取
り
組
み
ま
す

②
　
公
園
緑
地
等
の
整
備

本
町
の
公
園
整
備
に
つ
い
て

は

既
存
の
整
備
済
み
公
園
の

利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に

公
園
を
活
用
し
た
町
民
の
健
康

維
持
・
増
進
並
び
に
町
民
の
ス

ポ

ツ
活
動
に
資
す
る
た
め

施
設
利
用
度
調
査
及
び
必
要
施

設
の
ニ

ズ
把
握
に
取
り
組
み

ま
すま

た

町
民
が
心
身
と
も
に

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
実
現
す

る
た
め
筋
力
ト
レ

ニ
ン
グ
施

設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す

●●平成平成2020年度施政方針年度施政方針

東
部
地
域
に
つ
い
て
は

都

市
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
宇

地
原
公
園
の
整
備
を
引
き
続
き

推
進
す
る
と
と
も
に

北
玉
公

園
の
整
備
に
つ
い
て
計
画
的
に

推
進
し
ま
す

新
川
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
に

つ
い
て
は

新
川
地
域
に
残
さ

れ
た
緑
地
の
保
全
と
活
用
を
図

る
た
め
整
備
を
推
進
し
ま
す

新
川
墓
地
公
園
に
つ
い
て

は

都
市
施
設
等
の
整
備
に
伴

い
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
墓

の
移
設
先
の
確
保

良
好
な
住

環
境
づ
く
り
の
た
め
墓
地
の
集

合
化
及
び
町
民
の
墓
地
需
要
に

対
応
す
る
た
め
整
備
を
推
進
し

ま
す③

　
上
水
道
の
整
備

水
道
事
業
に
つ
い
て
は

水

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
年
次

的
に
配
水
施
設
整
備
拡
充
と
経

営
の
健
全
化
を
図
り
ま
す

平
成
20
年
度
に
お
い
て
は

漏
水
防
止
対
策
を
引
き
続
き
強

化
し
高
い
有
収
率
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に

施
設
の
整
備

と
給
水
安
定
確
保
の
た
め

上

勢
・
桑
江
・
栄
口
地
内
の
老
朽

管
の
布
設
替
え
を
実
施
し
ま

す
④
　
下
水
道
の
整
備

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は

老
朽
化
し
た
管
渠
の
調
査
業
務

委
託
及
び
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
宮
城
中
継
ポ
ン
プ
場
の
改
築

工
事
を
行
い
汚
水
排
水
施
設
の

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
下
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用

再
生
利
用
を
促
進
し

ご

み
減
量
化
を
図
り
ま
す

ま
た

資
源
循
環
型
社
会
に

対
応
し
た
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
を
北
谷
町

沖
縄
市

及
び
宜
野
湾
市
の
２
市
１
町
で

構
成
す
る
倉
浜
衛
生
施
設
組
合

に
お
い
て
推
進
し
ま
す

さ
ら
に

ク
リ

ン
指
導
員

に
よ
る
ご
み
の
適
正
な
排
出
指

導
や
不
法
投
棄
の
防
止
活
動

環
境
パ
ト
ロ

ル
を
実
施
し

不
法
投
棄
対
策
を
強
化
し
ま

す
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て
は

町
の
事
務
事

業
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
の
た
め
の
実
行
計
画
の

策
定
を
は
じ
め

町
民
に
対
し

て
は
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
理

解
を
求
め

事
例
等
の
紹
介
と

そ
の
対
策
を
推
進
し
ま
す

病
原
菌
を
媒
介
す
る
そ
族
昆

虫
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は

自

然
環
境
に
配
慮
し
た
防
除
を
行

う
と
と
も
に

空
き
地
の
清
掃

指
導
な
ど
空
き
地
管
理
対
策
を

図
り
ま
す

比
謝
川
行
政
事
務
組
合
に
お

い
て
推
進
す
る
火
葬
場
の
整
備

つ
い
て
は

今
後
と
も
関
係
３

町
村
の
協
議
を
促
進
し
ま
す

ま
た

墓
地
対
策
に
つ
い
て

は

墳
墓
の
集
積
化
を
図

て

い
く
た
め
の
場
所
の
選
定
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す

⑦
　
防
犯

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は

沖

水
道
の
普
及
率
や
水
洗
化
率
の

向
上
に
努
め
ま
す

雨
水
排
水
路
に
つ
い
て
は

桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
地
内

に
あ
る
徳
川
排
水
路

宮
城
地

域
内
の
劣
化
が
著
し
い
排
水
路

の
調
査
業
務
を
行
い
雨
水
排
水

路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す

⑤
　
河
川
・
海
岸
の
整
備

河
川
や
海
岸
整
備
に
つ
い
て

は

防
護
効
果
が
高
く
親
水
性

に
も
配
慮
し
た
潤
い
の
あ
る
水

辺
空
間
を
創
出
し

安
全
で
快

適
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た

め

管
理
者
で
あ
る
県
や
関
係

機
関
と
連
携
し

白
比
川
の
河

川
改
修
事
業
や
宮
城
海
岸
高
潮

対
策
事
業
の
整
備
を
促
進
し
ま

す
⑥
　
環
境
共
生
型
社
会
の

推
進

環
境
共
生
型
社
会
の
推
進
の

た
め

ご
み
の
減
量
化

再
利

縄
県
が
制
定
し
た
「
ち

ら
う

ち
な

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
主
軸
に

長
期
的
視
点

に
立

た
安
全
で
安
心
し
て
住

め
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

「
ち

ら
さ
ん
運
動
」
の
推
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に

防
犯

に
配
慮
し
た
公
共
施
設
の
設
置

と
管
理
を
行
い

安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す

一
点
目
に

「
ち

ら
ひ
と

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
防
犯
リ

ダ

の
育
成
及
び
地
域
が
連

携
し
た
防
犯
活
動
を
強
力
に
推

進
し
ま
す

二
点
目
は

「
ち

ら
ゆ
い

づ
く
り
事
業
」
と
し
て

青
色

回
転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ

ル
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に

地
域
に
お
け
る
防
犯
組
織

の
設
立
や
活
動
等
を
支
援
し
ま

す
三
点
目
は

「
ち

ら
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
と
し
て

北
前

か
ら
美
浜
地
域
に
お
け
る
青
色

防
犯
灯
設
置
事
業
の
検
証
を
行

い
他
地
域
へ
の
拡
大
を
検
討
し

て
い
き
ま
す

⑧
　
交
通
安
全

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は

そ
の
根
幹
を
な
す
法
令
の

遵
守

マ
ナ

ア

プ
を
図
る

た
め

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
町
民
や
本
町
へ
入
域
す
る

方
々
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

思
想
の
普
及

啓
発
活
動
を
推

進
し
ま
す

ま
た

交
通
安
全
運
動
旬
間

等
に
お
い
て
は

関
係
機
関
と

緊
密
に
連
携
し

特
に
交
通
三

悪
の
中
で
も
依
然
後
を
絶
た
な

い
飲
酒
運
転
及
び
暴
走
行
為
等

の
追
放
を
図
り
ま
す

⑨
　
消
防
・
防
災

消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

は

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き

町
民
の
生
命

身
体
及
び

財
産
の
保
護
を
具
体
的

実
践

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ニ
ラ
イ

消
防
と
連
携
し

防
災
計
画
に

沿

た
対
応
の
推
進
を
図
り
ま

す
災
害
時
の
対
策
と
し
て
は

地
震
・
津
波
と
い

た
大
規
模

な
自
然
災
害
に
よ

て
生
じ
る

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し

地
域
の
危
機

管
理
対
応
能
力
を
強
化
す
る
と

と
も
に

緊
急
通
報
体
制
及
び

災
害
応
急
対
策
の
向
上
を
図

て
い
き
ま
す

一
点
目
は

地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に

対
応
マ
ニ

ア
ル
の
作
成
や
地

域
に
根
ざ
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
し

各
種
災
害
に
適
切
に
対

応
で
き
る
よ
う
実
践
的
な
防
災

機
能
強
化
を
図

て
い
き
ま

す
二
点
目
は

災
害
発
生
時
の

応
急
対
策
の
装
備
品
及
び
作
業

用
器
材

器
具
等
の
充
実
を
図

て
い
き
ま
す

三
点
目
は

防
災
行
政
無
線

固
定
系
子
局
の
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し

緊
急
通
報
体
制

の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す

四
点
目
は

災
害
時
に
備
え

て
防
災
備
蓄
計
画
に
基
づ
く
食

料
・
飲
料
水

そ
の
他
生
活
必

需
品
物
資
の
備
蓄
及
び
備
蓄
倉

庫
等
の
整
備
を
図

て
い
き
ま

す
五
点
目
は

消
防
業
務
の
充

実
を
図
る
た
め
ニ
ラ
イ
消
防
本

部
と
三
町
村
相
互
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す

(

５)

教
育
・
文
化
等
の
推
進

幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て
は

基
本
的
生
活
習
慣
や
道
徳
性
を

培
う
と
と
も
に

昨
年
度
に
文

部
科
学
省
の
研
究
指
定
を
受
け

た
「
幼
稚
園
に
お
け
る
教
育
課

題
に
対
応
し
た
実
践
的
調
査
研

究
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組

み

幼
児
の
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す

学
校
教
育
に
つ
い
て
は

幼

稚
園

小
学
校

中
学
校
の
校

種
間
の
連
携
を
強
化
し

各
学

校
の
諸
活
動
計
画
及
び
学
校
行

事
等
の
工
夫
改
善
に
努
め

特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す特

に

学
力
に
つ
い
て
は

昨
年
度
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え

授
業
改
善
に
重
点
を
置
い

た
学
校
の
校
内
研
修
を
強
力
に

推
進
し

基
礎
・
基
本
の
確
実

●●平成平成2020年度施政方針年度施政方針
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ン
ピ

タ
を
活
用
し
た
授
業

等
に
積
極
的
に
取
り
組
み

情

報
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は

特
別
支
援
教
育
ヘ
ル
パ

派
遣
要
綱
の
弾
力
的
な
運
用

や

各
学
校
の
特
別
支
援
教
育

計
画
に
基
づ
き

障
害
の
あ
る

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ

ズ
に
応
じ
て
適
切
な
指

導
及
び
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

す
さ
ら
に

北
谷
町
青
少
年
支

援
セ
ン
タ

の
教
育
相
談
と
青

少
年
指
導
事
業
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に

不
登
校
児
童
生
徒

や
問
題
行
動
等
へ
適
切
に
対
応

し
ま
す

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

い
じ
め
を
見
逃
す
こ
と
の
な
い

よ
う

児
童
生
徒
の
変
化
を
注

意
深
く
見
守
る
と
と
も
に

定

期
的
な
ア
ン
ケ

ト
に
よ
る
実

態
把
握
に
努
め

学
校

家
庭

地
域
の
連
携
に
よ
り

そ
の
防

止
に
努
め
ま
す

学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は

浜
川
小
学
校
校
舎
及

び
浜
川
幼
稚
園
園
舎
改
築
事

業

小
学
校
プ

ル
日
よ
け
設

置
事
業

北
谷
中
学
校
屋
外
運

動
場
整
備
事
業
及
び
桑
江
中
学

校
屋
外
運
動
場
整
備
事
業
に
取

り
組
み

良
好
な
教
育
環
境
の

確
保
に
努
め
ま
す

社
会
教
育
に
つ
い
て
は

町

民
や
社
会
教
育
団
体
の
主
体
的

な
学
習
活
動
や
社
会
教
育
活
動

を
支
援
す
る
た
め

学
習
情
報

や
学
習
機
会
を
提
供
し

そ
の

ニ

ズ
に
即
し
た
講
座
や
研
修

制
度
等
の
充
実
を
図
り
ま
す

ま
た

社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は

地
域
住
民
の
活
動
拠

点
及
び
コ
ミ

ニ
テ

の
場

と
し
て
の
美
浜
学
習
等
供
用
施

設
を
整
備
し
ま
す

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は

青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
を
中
心
に
青
少
年
支
援
セ
ン

タ

及
び
関
係
団
体
等
の
連
携

を
図
り

団
体
活
動

地
域
活

動

社
会
体
験
活
動
へ
の
参
加

等
を
促
進
し

社
会
性
や
豊
か

な
人
間
性
を
育
ん
で
い
き
ま

す

さ
ら
に

子
ど
も
達
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
の
放
課
後
こ
ど
も
教
室
を

推
進
す
る
と
と
も
に

関
連
し

た
事
業
と
の
連
携
を
図
り
ま

す
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

は

国
際
化

情
報
化

環
境

対
策
等

町
民
の
多
様
な
ニ

ズ
に
対
応
し
た
講
座
・
教
室
等

を
ボ
ラ
ン
テ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
連
携
を
図
り
開
催
し
ま
す

ま
た

サ

ク
ル
活
動
を
支

援
し

学
習
情
報
や
学
習
機
会

を
提
供
し

町
民
交
流
拠
点
と

し
て
の
活
用
促
進
を
図
り
ま

す
町
立
図
書
館
に
つ
い
て
は

蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に

講
座
や
講
演
会
を
開
催
し

て
町
民
の
読
書
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す

さ
ら
に

町
内
各

小
中
学
校
や
各
地
区
公
民
館

各
児
童
館
へ
の
図
書
集
配
サ

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す

ま
た

学
校

地
域
の
読
書

活
動
や
ブ

ク
ス
タ

ト
事
業

を
支
援
す
る
こ
と
で
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で

す
べ
て
の
町

民
に
読
書
に
親
し
む
機
会
を
提

供
し

利
用
し
や
す
い
図
書
館

サ

ビ
ス
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
ま
す

文
化
行
政
に
つ
い
て
は

埋

蔵
文
化
財
の
確
認
発
掘
調
査
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に

文
化
財
の
保
存
活
用
を
図

る
た
め

伊
礼
原
遺
跡
の
国
指

定
重
要
文
化
財
の
指
定
に
取
り

組
み

発
掘
さ
れ
た
文
化
財
を

展
示
・
公
開
し
ま
す

ま
た

発
掘
さ
れ
た
文
化
財
等
を
保

存
・
展
示
す
る
博
物
館
建
設
を

推
進
し
ま
す

さ
ら
に

平
成

19
年
度
に
供
用
開
始
し
た
伝
統

木
造
建
築
物
「
う
ち
な

家
」

の
公
開

活
用
を
図
り
ま
す

ま
た

芸
術
文
化
の
振
興
の

た
め

す
ぐ
れ
た
音
楽
と
演
劇

を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し

町
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
と
も
に

「
し
ま
く
と

ば
」
に
関
す
る

事
業
及
び
青
少
年
の
演
劇
活
動

へ
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て

は

“
町
民
一
人
一
ス
ポ

ツ
”

を
基
本
と
し
た

町
民
の
健
康

づ
く
り
や
ス
ポ

ツ
振
興
を
さ

ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に

桑

江
中
学
校
屋
外
運
動
場
へ
の
夜

間
照
明
施
設
を
整
備
し

学
校

施
設
の
開
放
を
促
進
し
ま
す

ま
た

平
成
22
年
度
に
本
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
に
向
け
て
県

関
係
町
村
及
び
団
体
等
と
連
携

し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す

学
校
給
食
に
つ
い
て
は

児

童
生
徒
が
望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
つ
け

自
ら
の
健
康
管
理

が
で
き
る
よ
う
食
育
の
充
実
に

取
り
組
み

給
食
活
動
を
通
じ

て
豊
か
な
心
の
育
成
と
社
会
性

を
涵
養
す
る
と
と
も
に

安
全

で
安
心
で
き
る
学
校
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す

（
６
）
行
政
改
革
等
の
推
進

地
方
自
治
体
は

地
方
分
権

の
推
進
や
国
の
三
位
一
体
改

革

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等

に
よ
り

財
政
を
は
じ
め
地
方

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
中
に
あ

て

こ

れ
ま
で
以
上
に
簡
素
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す

本
町
に
お
い
て
も

事
務
の
効

率
化

適
正
な
人
員
配
置

住

民
サ

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め

課
・
係
の
統
廃
合
及
び
民

間
委
託
等
組
織
の
適
時
適
正
な

見
直
し
を
行
い
時
代
の
変
化
に

即
応
で
き
る
行
政
機
構
の
改
革

に
取
り
組
み
ま
す

な
定
着
と
と
も
に

「
思
考
力
」

「
判
断
力
」「
表
現
力
」
の
育
成

を
図
り
ま
す

小
学
校
に
お
い
て
は

体

育
・
音
楽
・
図
工
等
の
技
能
教

科
を
英
語
で
学
習
す
る
部
分
的

イ
マ

ジ

ン
教
育
の
一
層
の

充
実
強
化
と

中
学
校
の
英
語

教
育
に
繋
が
る
よ
う
体
系
化
を

図
り
ま
す

中
学
校
に
お
い
て
は

第
二

回
中
学
生
フ

ラ
ム
を
開
催

し

学
校
生
活
を
自
ら
の
力
で

よ
り
良
く
し
て
い
く
と
い
う
生

徒
の
自
治
能
力
の
さ
ら
な
る
向

上
に
努
め
ま
す

ま
た

各
小
中
学
校
の
キ

リ
ア
教
育
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き

教
育
課
程
全
体
を
と

お
し
て

職
場
見
学
や
職
場
体

験
学
習
等
を
含
め
た
キ

リ
ア

教
育
の
一
層
の
推
進
と
新
情
報

教
育
推
進
計
画
に
沿

て

コ



次
に

今
議
会
に
提
案
い
た

し
ま
す
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す

平
成
20
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ

ま
し
た
諸
施
策
を
中
心
に

一
　
般
　
会
　
計

１
０，

０
４
０，

０
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　
　
　

３，

１
１
５，

７
０
４
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計
　
　
　
　
　

１
７
２，

１
３
４
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
　
　

２
４
５，

９
９
８
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　
　

８
２
１，

５
６
６
千
円

水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　

９
３
９，

２
９
２
千
円

の
規
模
と
な

て
お
り
ま
す

ま
た

平
成
19
年
度
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は

義
務
的
経
費

及
び
そ
の
他
の
経
費
の
過
不
足

額
を
補
う
た
め

一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
国
民
健
康
保
健
特

別
会
計
ほ
か
３
件
の
特
別
会
計

補
正
予
算
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
な
お

補
正
予
算
の
議
案
に

つ
き
ま
し
て
は

先
議
案
件
と

し
て

ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

次
に
予
算
以
外
の
議
案
と
い

た
し
ま
し
て
は

条
例
議
案
が

「
北
谷
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

４
　
お
わ
り
に

て
」
ほ
か
11
件

議
決
議
案
が

「
北
谷
町
障
が
い
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ

の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
」
ほ
か
１
件

を
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す

が

こ
の
ほ
か
に
も

同
意
議

案
「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
ほ

か
１
件
を
追
加
議
案
と
し
て
提

案
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す

以
上

町
政
運
営
に
あ
た

て
の
所
信
の
一
端
と
平
成
20
年

度
に
お
け
る
主
要
施
策
の
概
要

並
び
に
議
案
の
説
明
を
い
た
し

ま
し
た
が

議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ

平
成

20
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し

ま
す平

成
20
年
３
月
４
日

北
谷
町
長
　
野
国
昌
春

ま
た

財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め

財
政
健
全
化
中
期
計

画
を
推
進
す
る
と
と
も
に

集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
施

し
ま
す

情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

は

原
則
公
開
の
基
本
方
針
の

も
と

積
極
的
な
情
報
公
開
に

取
り
組
む
と
同
時
に

町
政
に

関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易
に

得
ら
れ
る
よ
う
地
域
情
報
ネ

ト
ワ

ク
等
の
活
用
を
図
り

引
き
続
き
情
報
公
開
の
総
合
的

な
推
進
に
努
め
ま
す

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は

今
後
と
も
経
常
経
費
削
減

及
び
事
務
の
効
率
化
等
を
図
る

た
め

各
地
方
自
治
体
で
共
同

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ

て

効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
事
務
事

業
に
つ
い
て
は

広
域
的
な
対

応
を
図
る
と
と
も
に

関
係
市

地
域
情
報
化
基
本
計
画
を
推
進

し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
よ
る
恩
恵
を
町
民

が
享
受
す
る
た
め
に
必
要
な
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す

財
政
に
つ
い
て
は

国
の
地
方

財
政
計
画
の
総
枠
の
縮
小
と
と

も
に

地
方
交
付
税
や
補
助
金

等
が
年
々
削
減
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す

持
続
可
能
な
健
全

財
政
の
構
築
の
た
め

財
政
の

各
分
野
の
歳
出
経
費
の
抑
制
と

効
率
化
に
努
め
ま
す

ま
た

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税

に
つ
い
て
は

課
税
客
体
の
適

正
な
把
握

公
正
な
課
税
及
び

年
度
内
収
納
の
更
な
る
推
進
を

図
り

徴
収
率
の
向
上
を
目
指
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老人福祉センター

行事・教室ありんくりん

１(火) 健康体操教室9：30～ 社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

２(水)
グラウンドゴルフ講習会9:00～
レク指導者講習会10：00～ 箏曲教室14：00～
民謡教室14：00～ 折り紙教室14：00～

３(木)
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～
老連囲碁クラブ14:00～　ギターサークル19：00～

４(金) 健康体操教室9：30～ 琉舞教室14：00～
民踊愛好会20：00～

５(土)
６(日)

７(月) 大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

８(火) 健康体操教室9：30～ 社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

９(水) レク指導者講習会10：00～民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～

10(木)
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～
老連囲碁クラブ14:00～　ギターサークル19：00～

11(金) 健康体操教室9：30～ 琉舞教室14：00～
民踊愛好会20：00～

12(土)

13(日)

14(月)
ゲートボール審判講習会8:30～
歌声教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

15(火) 健康体操教室9：30～ 社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

16(水)
グラウンドゴルフ講習会9:00～
レク指導者講習会10：00～ 箏曲教室14：00～
民謡教室14：00～ 折り紙教室14：00～

17(木)
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(フラ)13：00～　
社交ダンスサークル14:00～
老連囲碁クラブ14:00～　ギターサークル19：00～

18(金) 健康体操教室9：30～ 琉舞教室14：00～
民踊愛好会20：00～

19(土) 写真サークル10:00～

20(日)

21(月) 大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

22(火) 健康体操教室9：30～ 社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

23(水) レク指導者講習会10：00～民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～

24(木)
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(フラ)13：00～　
社交ダンスサークル14:00～
老連囲碁クラブ14:00～　ギターサークル19：00～

25(金) 健康体操教室9：30～ 琉舞教室14：00～
民踊愛好会20：00～

26(土)

27(日)

28(月)
ゲートボール審判講習会8:30～
歌声教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～ギターサークル19：00～

29(火) 昭和の日

30(水)

満60歳以上の高齢者がイキイキと楽しい
時間と交流がもてるように各種教室・サ
ークルなどを行っています。
●

４月

障害児福祉手当・特別障害者手当制度について
沖縄県では、精神または身体の重度障害のため、常時特別な介護を必要と
するなど、特別の負担を軽減する一助として、在宅の重度障害児者にたいし
て、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給しております。
以下、その制度について紹介します。

支
給
対
象
者

障害児福祉手当

精神または身体に著しい重度の障害があるため、日常
生活において常時特別の介護を必要とする20歳未満の在
宅の障害児で、福祉保健所長の認定を受けた方。
なお、以下の場合は対象となりません。
(１)施設に入所(通所を除く)している場合
(２)政令で定める公的年金を受給している場合

特別障害者手当

精神または身体に著しい重度の障害があるため、日常
生活において常時特別の介護を必要とする20歳以上の在
宅の障害者で、福祉保健所長の認定を受けた方。
なお、以下の場合は対象となりません。
(１)施設に入所(通所を除く)している場合
(２)病院または診療所に３ヶ月以上継続入院している場合

支給制限
手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、ま
たは同居している配偶者及び扶養義務者の前年の所得が一定金
額以上ある場合には、手当の支給額が制限されます。

手
当
額

障害児福祉手当 月額　１４，３８０円(平成２０年４月現在)

特別障害者手当 月額　２６，４４０円(平成２０年４月現在)

支　給
毎年２月、５月、８月、１１月の４回に分けて、その
前月分までの３ヶ月分を、届け出た金融機関の口座に振
り込みます。

申請手続

認定請求書、所得状況届、所得証明書、住民票謄本の
写し、認定診断書などの必要書類を添えて、北谷町福祉
課社会福祉係の窓口へ提出してください。
なお、認定請求書などは役場または中部福祉保健所総
務福祉班にありますのでお問い合せ下さい。

沖縄県　中部福祉保健所　総務福祉班　

〈
き
　
り
　
と
　
り
〉

伊礼原遺跡が語るもの（６）
＝奇跡的に残った笊(バーキ)＝

ニライセンターの正面玄関に展示されている笊（バーキ）(左下写真)は
伊礼原遺跡から発見されました。笊は発見されるまで水に浸かっていたた
めに腐らずに残っていました。県内では、宜野座村の前原遺跡と本町の伊
礼原遺跡の２カ所で出土しています。
笊は今から約5000年前の縄文時代前期のもので、リュウキュウチク(本
島で普通に見られる竹)で編まれたものです。川の中に沈めて四隅を杭で固
定してオキナワウラジロガシなどの木の実を保存したり、アクを抜くため
に使用していたものと考えられています。

▲保存処理された笊(太線で囲んだ部分) ▲　笊の使用予想図
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育英会 平成２０年度北谷町育英会の貸費生募集
北谷町育英会では、経済的な理由により学費の援助を必要とする優秀

な学生に対し、学費の一部を貸与する「平成２０年度貸費生」を募集し
ています。
●貸与種類および貸与月額
・県外大学生(大学院、短大及び専門学校含む)：５０,０００円以内
・県内大学生(大学院、短大及び専門学校含む)：３０,０００円以内
・国外留学生(大学院及び短大含む)：５０,０００円以内
●応募条件
・日本国籍を有し、本町に１年以上住所を有する町民の子弟で大学また
は専門学校（修業年限が２年以上の専門課程）に在学する者。
ただし、通信教育課程や夜間教育課程は除く。
・学業成績及び操行が優れ、かつ、健康な者。
・応募者と生計を一にする家族の町・県民税の年税額が２０万円以下の者。
・貸与した奨学金の返還義務を確実に履行できる者。
●貸与予定人員
・県内外大学生(専門学校生を含む。) 15人程度
・国外留学生　1人程度
●受付期間平成20年4月1日(火)～30日(水) ※土・日、祝祭日は除く
●お問い合わせ
北谷町育英会(北谷町教育委員会教育総務課内)

戸籍

募集 ニライ消防団
(北谷分団員)募集！

ニライ消防団北谷分団では、地域
防災のリーダーであるという誇りを
胸に、多くの人が自分の仕事を持ち
ながら参加しています。
地域になくてはならない存在です

が、消防団の活動が余り知られてい
ないせいか、団員が足りません。そ
こで地域で活動してみたい消防団員
を募集します。
なお、消防団の活動内容について

知りたい方は下記警防課又は、消防
団ホームページで色々な活動をご紹
介しています。
●申込・お問い合わせ先
ニライ消防本部警防課

９５６－９９３４
消防団ホームページ
http://www.fdma.go.jp/syobodan/

ワンコイン腐葉土販売
(ちゃたんリーフモルド)

生活

平成19年度に見直しました町立小中学校の長期休暇期間を、冬季休業
日(冬休み)、学年末休業日に限り休業開始日を変更いたします。
なお、夏期休業日(夏休み)、秋期休業日(秋休み)、学年始休業日につ

いては変更は有りません。保護者の皆様のご理解とご協力、よろしくお
願いします。

平成２０年度「長期休暇期間」の一部変更について学校

平成20年５月１日から戸籍の証明書を請求する際に
も必ず本人確認を行うことになります。

人権・行政
無料法律相談

今月は17日(金)です。

※相談は無料、秘密は守られます。

相談

毎月第３木曜日　

午前10時～12時、午後１時～４時

場所：北谷町役場１階レセプションホール

北谷町シルバー人材センターで
は、町内から収集した草木類を資源
物として循環させ、生産した腐葉土
を町民へ無料で還元しております。
現在、施設への草木搬入量増加に

伴い運営費の負担軽減を図る必要性
があることから、これまでの無料配
布も継続し、多量な腐葉土を必要と
する北谷町民を対象に１袋（２０リ
ットル入り）１００円（原価）で平
成２０年５月より販売いたします。
販売用腐葉土は枝葉をチップし、

完熟した良質な腐葉土となっており
ます。在庫に限りがある為、ご購入
は北谷町シルバー人材センター事務
局にて、電話予約とさせて頂きます
のでご了承下さい。
販売開始：平成２０年５月～
販売価格：１００円（２０Ｌ袋）
対 象 者：北谷町民
問合わせ・注文
北谷町シルバー人材センター

今回の戸籍法改正によって大きく３つの点で変わります。
①結婚や養子縁組などの届出の際の本人確認などが法律上のルールになる。
②戸籍の証明書を取得する要件や手続などが厳しくなるということです。
③不正な手段で他人の戸籍を取得した者は、新たな刑罰で罰せられる。
具体的には、結婚、離婚、養子縁組、養子離縁、認知という５つの届
出（以下「結婚などの届出」といいます。）について、必ず戸籍の窓口
に来られた方の本人確認を行うことになります。そして、届出のご本人
であることの確認ができなかった場合には、確認できなかったご本人に
対して、「結婚などの届出」が受理されたことを通知することになりま
す。
さらに、自分自身が窓口に来たことが確認できない場合には、「結婚

などの届出」を受理しないように申出することができるようになります。
本人確認の方法として、窓口で運転免許証、写真付きの住民基本台帳
カードなどの書類の提示を受ける方法によって本人確認を行います。
詳しい事については下記までお問い合せ下さい。

平成１９年度 平成２０年度以降 備考

冬季休業日
(冬休み)

12月27日～
翌年１月５日

12月26日～
翌年１月５日

１日間増加

学年末休業日 ３月24日～３月31日 ３月25日～３月31日 １日間減少

９８２－７７０５
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●２月１０日
北谷町自治会長連絡協議会
会長　平良　長春　様
ニライまつりの野菜即売による収益を　
寄付として
２９，５００円（ニライの里へ）
●２月１４日
森山　朝信　様
寄付として
５，０００円（町社協へ）
●２月１８日
ウイングスリー北谷ダンス同好会　
代表　新垣　善一郎　様
チャリティー福祉ダンスパーティ
の収益金の一部を寄附として
１００，０００円（町社協へ）
●２月２５日
平成１９年秋の叙勲受章・法務大
臣表彰合同祝賀会実行委員会
実行委員長　野国　昌春　様
１７５，５６８円（町育英会へ）
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ご芳志ありがとうございました

＊＊＊＊＊＊ 寄寄 附附 ＊＊＊＊＊＊

学生納付特例制度は、20歳以上の学生で収入がなく、国民
年金保険料を納めることが困難な方が申請でき、社会保険事
務所で承認されると年度末(３月)までの納付が猶予され、社会
人になってから保険料を納めることができる制度です。猶予
された期間の保険料は、10年以内であればさかのぼって納め
る(追納)ことができます。(３年目からは、当時の保険料に加
算がつきます。)
猶予された追納しなかった期間は、老齢基礎年金の受給資

格期間には算入されますが、年金額の計算には算入されませ
ん。また、学生納付特例期間中に初診がある病気やケガで障
害になった場合、受給資格があれば障害年金が受給できます。
●対象者
①20歳以上の学生で前年の所得が118万円以下の方。
②大学、大学院、短大、高等学校、高等専門学校等

(但し、一部対象校でない学校もあります。)
●申請場所 北谷町　住民課　国民年金係
●必要なもの
・学生証(コピー可)または在学証明書　・年金手帳
・雇用保険受給資格者証、雇用保険被保険者離職票

(会社等を退職されて学生になられた方のみ)
●お問い合わせ

936-1234 内線241または242

「学生納付特例制度」のご案内
(申請受付は4月から)

年金

戦争による余りにも大きすぎた代償を払って得た歴
史的教訓が現在の平和憲法の基本理念となっています。
本町では、私たちの子や孫のためにも沖縄を平和の

発信地として位置づけ、日本国憲法の理念を暮らしの
中に取り入れながら、町民が日本国憲法を身近なもの
として考えることを目的として憲法講演会を実施し、
皆さんと共に憲法について考えていきたいと思います。
多数の皆様のご来場をお待ちしています。
●日時及び場所
平成２０年４月１５日(火)
開場午後６時３０分　開演午後７時００分
●開催場所
ちゃたんニライセンター (カナイホール)
●講師
大田　昌秀 氏
（前参議院議員・元沖縄県知事・大田平和総合研究所主宰）

●演題
「沖縄戦をとおして憲法を考える」
●お問い合わせ

内171

催し 憲法講演会

救急出場状況救急出場状況
平成20年２月

ニライ消防本部

北　谷 嘉手納 読　谷

火　　災 １ ０ ０

自然災害 ０ ０ ０

水　　難 ０ ０ １

交　　通 ９ ４ ６

労　　災 ０ ０ １

運動競技 ０ ０ １

一般負傷 １０ １１ ９

加　　害 ２ ０ ０

自損行為 ２ １ ２

急　　病 ６６ ４７ ４６

その他 １ ０ ２

転　　院 ５ ２ ８

月件数 ９６ ６５ ７６

年累計 １９０ １５７ １６６

■救急・火災時は
TEL 119
■消防に関するお問い合わせ
TEL 936-3721 FAX936-9076

募集
北谷町人間ドック
受診者募集！

平成２０年度の人間ドック受診者
を下記のとおり募集します。
隔年受診となっています。
※昨年度受診された方は受付いたし
ません。
●受付日　４月16日(水)９時から
●受付場所　
北谷町役場１階　レセプションホール

●対象者　４０歳以上の町民の方
※ただし、社会保険等の被保険者
または組合員、および職場検診の
ある方は除く
●募集定員　５００名
●受診指定医療機関
(社)中部地区医師会立　成人病検診センター
字宮城１番地584 936-8290
●受診期間
平成２０年５月中旬から７月末まで
※受付後、送付された受診承認書を
受けとられてから、上記受診機関
に予約の連絡をとり、受診します。
●受診費用

国保加入者 4,500円

国保加入者(70歳以上・非課税) 2,000円

その他の保険加入者 13,500円

その他の保険加入者(70歳以上・非課税) 11,000円

生活保護世帯 2,000円

●お問い合わせ

たたんんゃゃ のの人人口口ちち
平成20年2月29日現在

人　口　27,146人（+33）
男　　13,121人（+2）
女　　14,025人（+31）
世帯数　10,011世帯（+13）
( )内は前月との比較
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２月17日(日)謝苅区公民館では、「歩け歩け・もちつき会」
が行われました。
総勢70名余りが朝９

時に公民館を出発、区
内の新川沿いを歩いて
散策、町の都市建設課
職員より新川の自然公
園・墓地公園の取り組
み説明を受けました。
その後、公民館では

もちつき会が行われ、お父さん達の協力でおもちができあ
がり、おじいちゃんおばあちゃんから小さな子ども達まで
賑やかにおいしくいただきました。

おもちは、民生委員の皆
さんにより、独居老人世帯
にも配布され、皆さんから
大変喜ばれました。
参加した区民からは、ま

た来年も参加したいとの声
が多く聞かれ、体もお腹も
満足した日になりました。

３月２日(日)、北谷公園野球場で中日ドラゴンズ対北
海道日本ハムファイターズのオープン戦が行われまし
た。
会場には両軍の応援団で球状全体がいっぱいになる

ほどつめかけまし
た。
オープニングセレ

モニーでは、北谷町
青年連合会によるエ
イサーが披露され、
両軍のマスコットキ
ャラも一緒になって
エイサーを踊るなど
して、観客からは拍
手と笑いが。
試合は両軍とも８回までに３点ずつを入れ、９回表

の日本ハムの上げた１点が決勝点となり、そのまま試
合終了。今年は負けてしまいましたが、来年こそは北
谷の地で白星を飾ってほしいです。

中日ドラゴンズオープン戦中日ドラゴンズオープン戦

謝苅区謝苅区「「歩け歩け・もちつき会歩け歩け・もちつき会」」

２月24日（日）午後６時から、上勢区総合スポーツ
クラブ設立準備委員会の主催で、第２回上勢区住民ボ
ウリング大会が北谷ボウルで開催されました。
４才のお子様から71才のお年寄りまで、第１回大会

より20名多い約93名のファミリーの参加があり、応援
団を加えると百数十人が優勝を目指して熱戦をスター
トしました。大人男子優勝は高江洲義二さん(367点）。
２位の町田よしひろさんを1ピン差で勝ち、嬉くて万歳
されていました。
女子大人の優勝はスポーツ万能の又吉美枝子さん

（332点）２位の湖城里美ん、３位の又吉秋乃さんも1
ピン差でした。それぞれ次回のリベンジが楽しみです。
子ども男女の優勝は屋良朝希くん（216点）良く頑張

りました。中でも４才の佐久本盛豪君は、お父さんが
急用で参加できなくなり代わりに参戦、ボールが重す
ぎますので大人に抱えられながら投球補助台を使って

200点を越えたり、大城
ゆうい君はお父さんと
一緒に投げて109点は立
派なものでした。また、
当日賞（24日で24位）
や、ラッキー賞、跳び
賞など沢山の商品をゲ
ットして皆さん大喜び
でした。

フフララッッシシュュ
地域地域

多くの参加で盛り上がった多くの参加で盛り上がった
第２回上勢区ボウリング大会第２回上勢区ボウリング大会
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